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JFA レフェリーセレクション 集合講習会④ 

 

⚫ 研修スケジュール 

2026 年９月５日（土）～2026 年９月６日（日） 

※2026 年 9 月 4 日（金）前日ホテル入り 

 

⚫ 会場 ＠ JFA 夢フィールド 

宿舎 ＠ ホテルグリーンタワー幕張 

 

⚫ 参加審判員 

関東 ３名  埼玉 酒井 星南 氏(19) 

茨城 武中 俊樹 氏(21) 

千葉 兵頭 悠太郎 氏(22) 

関西 １名  兵庫 延原 輝 氏(24) 

中国 １名  広島 宮崎 樹(22) 

九州 １名  福岡 橋元 海吏 氏(19)     計６名 

 

⚫ JFA レフェリーセレクション 

Mike Riley 氏   東城 穣 氏   上川 徹 氏 

Raymond Olivier 氏   手代木 直美 氏 

神山 淳悟 氏   堀口 恵一 氏 

欅田 啓人 氏   権田 智久 氏     計 9 名  
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⚫ 研修振り返り 

✓ 2026 年 8 月 24 日（月）20：00～21：00   事前研修会 

① 審判員自己紹介 

② JFA レフェリーセレクション紹介 

③ 堀口 恵一 氏（コンディション、コンディショニングについて 傷害予防について） 

 

✓ 2026 年９月５日    研修会振り返り 

➢ 体組成計測 

身長 178.0cm   体重 64.1kg   体脂肪 11.4% 

 

➢ フィジカルチェック（人工芝） 

40m スプリント：①5.19 ②5.10 ③5.10 ④5.30 ⑤5.21 ⑥5.23   平均 5.18 

(75m-15s＋25m-15s)×40 本：完走 

 

➢ リカバリー 

１，MP（ムーブメント・プレパレーション）の実践 

２，筋力トレーニングの実践 

 

➢ 講義①（東城 氏） 

ポジショニングとムーブメントについて 

予測、角度、距離、アクセラレーション、スプリントを組み合わせながら動く。 

10 回に 1 回の可能性を考慮しながら動く。 

 

➢ 講義②（神山 氏） 

１， レフェリーに求められる体力について 

交流プログラム審判員と JFA PR を比べたデータから高強度スピードの回数と距離の違い。 

クリアな状態で決定をするために「心拍が上がらない＋呼吸が落ち着いた形」を心掛ける。 

２，トレーニングについて 

心拍数を上げるトレーニングにおいては無酸素状態を作らないことを重視する。 

負荷のタイミングを考え、週で波を作ることを大切にする。 

 

➢ ゲーム（25 分 6 本）主審 1 本 副審 2 本 

主審（Raymond Olivier 氏   上川 徹 氏） 

△GK がボールを保持したときの R としてのポジショニングを考えるべき。 

△右 SB、右 CB、右 WB に入った時のリスク管理ができていないポジショニングになってし

まっている。そのポジショニングにハマった時は有効かもしれないがこの試合において適切で

あったかについては今後に活かす必要がある。  
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➢ 講義③（上川 氏） 

Command Presence について 

自身の感情と必要なリーダーシップと権力、攻撃的な態度は異なる中で 

どこかで線引きをすることを考える。 

発する言葉、見た目、ボディーランゲージ、声のトーンで人に響く割合が異なる。 

強くクリアでショートなメッセージを瞬時に作る。 

① 見えるように 

② 聞こえるように 

③ 統率しているように見せる  

④ 選手に対して試合への理解と共感を示す。 

「安心感、信頼感を与え、統率力を示す存在感」 

 

✓ 2026 年９月６日    研修会振り返り 

➢ ゲーム（25 分 6 本）主審 1 本 副審 2 本 

主審（Mike Riley 氏   東城 穣 氏   手代木 直美 氏） 

〇前日の振り返りを意識したことでスムーズなランニングに移すことができていた。 

〇状況を確認し、R としてどこにポジショニングすればよいか理解できていた。 

△ショートスプリント、ロングスプリントで良いものがあるからこそ 

常に発揮できるように心がける。 

〇AR サイドへのサポートする距離と PA 内の状況把握ができていることで 

適切な距離が保てていた。 

〇GK が持った時のポジショニングをいつもよりも内側に取っていたため前線の選手のアクシ

ョンを見落とさないようにスキャンするタイミングをいつも以上に心がけた。 

△しかし、本当に必要なタイミングでのスキャンであったのかについては 

今後に活かしていきたい。 

 

➢ 講義④⑤（Mike Riley 氏） 

１， 講習会を振り返って 

スキャン   目的のないスキャンとフォーカスポイントの見極め 

右への移動   AR サイドへのサポートする距離とリスク管理 

9.15m の「壁」の位置と管理   レフェリーとして何を見なければならないのか 

アドバンテージ   効果的なアドバンテージかどうか 

PK の位置   状況に応じたポジショニング 

２，2034 年 W 杯に向けて 

必ずしもすべてがきれいではないからこそ、サポートをし、自身でリカバリーをする。 

発展的に考え、文脈に基づき、サッカーを洞察し、リーダーシップを持って取り組み、謙虚に

学び続けることを大切にするべきである。 

「Learn and Grow・・・Together」学び、成長し・・・共に 
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⚫ 最後に 

今回の講習会に参加させていただき、ありがとうございました。 

 

体組成、フィジカルチェックから講習会が始まり、長いようで短い素晴らしい環境で大きな怪我

もなく過ごすことが出来たことをうれしく思います。 

今回の講習会では今まで学んできたことを最大限初日から発揮することを目標に参加しました。 

 

特に 25 分 2 本という限られた時間の中で 1 本目では今までの学びでのレフェリングを最大限発

揮することができ、2 本目では新しい学びにチャレンジすることが出来ました。 

今後の大きな課題となる「適応力」について、型にはめない試合に応じた「ポジショニングとムー

ブメント」「Command Presence」にチャレンジしていきたいです。 

 

また「英語力」について「スピーキング」については Mike Riley 氏や Raymond Olivier 氏と通訳

なしでコミュニケーションをとることにチャレンジでき、確かな手ごたえを感じることが出来まし

た。一方で「リスニング」については知っている単語だけでは、文全体の構成まで理解できなかっ

た場面が多くあったので今後の新たな課題として取り組んでいきます。 

 

上手くいったことも、いかなかったこともポジティブに捉え、強みとしても、新しい課題として

も向き合い、言語化することの重要性と実際のレフェリングに反映できるように知識の質を深めて

いけるように取り組んでいきます。 


